
 

 

【
ラ
ー
メ
ン
橋
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
】 

〇
ラ
ー
メ
ン
橋
の
構
造
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
？ 

…
伸
縮
装
置
が
不
要
で
あ
る
こ
と
や
主
桁
た

わ
み
量
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
騒
音
・
振

動
が
低
減
さ
れ
ま
す
。 

【
ラ
ー
メ
ン
橋
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
】 

〇
ラ
ー
メ
ン
橋
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？ 

…
ラ
ー
メ
ン
橋
の
構
造
計
算
は
非
常
に
複
雑

な
た
め
、
一
般
的
な
橋
に
比
べ
る
と
設
計
費

用
が
掛
か
り
ま
す
。 

【
清
和
橋
に
つ
い
て
】

〇
場
所
は
？
・・
・
・
・・
新
潟
市
中
央
区
清
五
郎
で
す
。 

〇
長
さ
は
？
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・１
３
．
６
ｍ
で
す
。 

〇
幅
は
？
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・１
１
．
５
ｍ
で
す
。 

〇
誕
生
年
度
は
？
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
平
成
２
７
年
で
す
。 

〇
構
造
形
式
名
称
は
？
・・
・
・ラ
ー
メ
ン
橋
と
い
い
ま
す
。
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清和
せ い わ

橋
ば し

 

【
清
和
橋
の
構
造
形
式
に
つ
い
て
】 

清
和
橋
は
複
合
門
型
ラ
ー
メ
ン
橋
と
い
う
構
造
形
式
が
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

一
般
的
な
橋
は
、
上
部
工
お
よ
び
左
右
の
下
部
工
が
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
て
荷
重
を
支
持
す
る
構
造
で
あ
る
が
、
ラ
ー
メ
ン
橋
は
、
剛

結
さ
れ
て
一
体
化
し
た
門
型
の
上
下
部
構
造
が
全
体
と
し
て
荷
重

を
支
持
す
る
構
造
で
す
。 

一
般
的
な
橋
は
、
主
桁
と
橋
台
・
橋
脚
の
間
に
は
支
承
や
伸
縮

装
置
と
呼
ば
れ
る
伸
縮
や
回
転
を
吸
収
す
る
部
位
を
設
け
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
ラ
ー
メ
ン
橋
は
こ
の
支
承
や
伸
縮
装
置
は
不
要
で

す
。 上

部
構
造
と
下
部
構
造
が
剛
結
さ
れ
て
い
る
の
で
一
般
的
な
橋

に
比
べ
て
、
耐
震
性
に
優
れ
た
構
造
で
す
。 

 

支
承
や
伸
縮
装
置
が
な
い
た
め
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
が
縮
減
さ
れ

ま
す
。 

【
用
語
解
説
】 

〇
ラ
ー
メ
ン
・
・
・
。
ド
イ
ツ
語
の「R

ah
m

en

」
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

R
ah

m
ent

は
、
日
本
語
で「
枠
、
額
縁
」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

 

○
支
承
・
・
・
上
部
構
造
（
主
桁
・
主
構
）
と
下
部
構
造
（
橋
台
・
橋
脚
）

の
間
に
設
置
す
る
部
材
の
こ
と
で
す
。 

 

○
伸
縮
装
置
・
・
・
橋
梁
の
路
面
端
部
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
気
温

の
変
化
に
よ
る
橋
梁
の
伸
縮
、
地
震
時
お
よ
車
両
の
通
行
に
伴
う
橋

梁
の
変
形
を
吸
収
し
、
自
動
車
や
人
が
支
障
な
く
通
行
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。 

 
出典：一般社団法人ｲｰｼﾞｰｽﾗﾌﾞ橋協会 


